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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サービス（１０８）を管理するために少なくとも１つのリポジトリ（１０４、１０６）
と相互作用するアプリケーションサーバ（１０２）であって、
　前記サービスによってランタイム・データ（１１４）に実装されるアプリケーション関
心事（１２０ａ、１２０ｂ）のリスト（１１９）を識別するサービス記述（１２２）をロ
ードするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用するように構成された合成エ
ンティティ（１１０）と、
　アスペクト関心事（１２６ａ、１２６ｂ）のリスト（１３２）を識別するアスペクト記
述（１２８）にアクセスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用するよう
に構成されたウィービング・エンティティ（１１６）であって、アスペクト関心事の前記
リストは一意なアスペクト識別情報（１３０）を有し、アスペクト関心事のそれぞれは一
意識別子によって識別される、ウィービング・エンティティ（１１６）とを備え、
　前記ウィービング・エンティティは、前記サービスの実行中に前記ランタイム・データ
内の前記アプリケーション関心事のランタイム・サービス記述（１２２’）を動的に更新
するように構成され、ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ラ
ンタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サービス記述の更
新は、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前
記アスペクト関心事のために定義された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は
削除されたものとしてマークすることによって実行されることを特徴とするアプリケーシ
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ョンサーバ。
【請求項２】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム
・データ内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらした場合に、当該１つの
アプリケーション関心事を前記一意なアスペクト識別情報と一緒にマークするように構成
されることを特徴とする請求項１に記載のアプリケーションサーバ。
【請求項３】
　前記ウィービング・エンティティは、２つ以上のアスペクトが前記ランタイム・データ
内の１つのアプリケーション関心事に適用可能であるならばウィービングのために前記２
つ以上のアスペクトのうちの１つを選択し、残りのアスペクトをスキップするポリシーを
実施するように構成されることを特徴とする請求項１又は２に記載のアプリケーションサ
ーバ。
【請求項４】
　前記ウィービング・エンティティは、前記ポリシーが変わった場合に、新たなポリシー
に従って前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記サービス記述内
の一意なアスペクト識別情報を更新することを特徴とする請求項３に記載のアプリケーシ
ョンサーバ。
【請求項５】
　前記ウィービング・エンティティは、前記ランタイム・データ内のアプリケーション関
心事の１つに対処する複数のアスペクトがウィービングされるならば、当該１つのアプリ
ケーション関心事と一緒に複数の一意なアスペクト識別情報を格納するように構成される
ことを特徴とする請求項３又は４に記載のアプリケーションサーバ。
【請求項６】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト関心事の１つが追加されるべきか
を決定する場合に前記サービス記述を参照するように構成され、当該１つのアスペクト関
心事の機能が前記サービスで既にカバーされているならば、当該１つのアスペクト関心事
は前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされないこと
を特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載のアプリケーションサーバ。
【請求項７】
　前記アスペクト関心事のリストは、アスペクトが前記サービスに追加するアスペクト関
心事の個別のリストと、アスペクトが前記サービスから除去するアスペクト関心事の別の
個別のリストとを含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載のアプリケー
ションサーバ。
【請求項８】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム
・データ内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらす場合に前記一意な識別
情報と一緒に当該１つのアプリケーション関心事をマークするように構成され、同じ一意
なアスペクト識別情報を有する異なるアスペクト関心事が別のジョインポイントにおいて
ウィービングされようとしているならば、前記異なるアスペクト関心事が前記同じ一意な
アスペクト情報と一緒に記述されているのでこれを許可することを特徴とする請求項１乃
至７の何れか１項に記載のアプリケーションサーバ。
【請求項９】
　前記一意識別子はタグ又はキーワードを含むことを特徴とする請求項１乃至８の何れか
１項に記載のアプリケーションサーバ。
【請求項１０】
　サービス（１０８）を管理するために少なくとも１つのリポジトリ（１０４、１０６）
と相互作用するアプリケーションサーバ（１０２）によって実施される方法であって、
　前記サービスによってランタイム・データ（１１４）に実装されるアプリケーション関
心事（１２０ａ、１２０ｂ）のリスト（１１９）を識別するサービス記述（１２２）をロ
ードするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用する工程と、
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　アスペクト関心事（１２６ａ、１２６ｂ）のリスト（１３２）を識別するアスペクト記
述（１２８）にアクセスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用する工程
であって、アスペクト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報（１３０）を有し
、アスペクト関心事のそれぞれは一意識別子によって識別される、工程と、
　前記サービスの実行中に前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事のラ
ンタイム・サービス記述（１２２’）を動的に更新する工程とを有し、
　ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ランタイム・データ内
の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サービス記述の更新は、前記ランタイ
ム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前記アスペクト関心事
のために定義された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は削除されたものとし
てマークすることによって実行されることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記アスペクト関心事のリストは、アスペクトが前記サービスに追加するアスペクト関
心事の個別のリストと、アスペクトが前記サービスから除去するアスペクト関心事の別の
個別のリストとを含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記動的に更新する工程は、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム・データ
内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらした場合に、当該１つのアプリケ
ーション関心事を前記一意なアスペクト識別情報と一緒にマークする工程を含むことを特
徴とする請求項１０又は１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記動的に更新する工程は、２つ以上のアスペクトが前記ランタイム・データ内の１つ
のアプリケーション関心事に適用可能であるならばウィービングのために前記２つ以上の
アスペクトのうちの１つを選択し、残りのアスペクトをスキップするポリシーを実施する
工程を含むことを特徴とする請求項１０乃至１２の何れか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ポリシーが変わった場合に、新たなポリシーに従って前記ランタイム・データ内の
前記アプリケーション関心事の前記サービス記述内の一意なアスペクト識別情報を更新す
ることを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記動的に更新する工程は、前記ランタイム・データ内のアプリケーション関心事の１
つに対処する複数のアスペクトがウィービングされるならば、当該１つのアプリケーショ
ン関心事と一緒に複数の一意なアスペクト識別情報を格納する工程を含むことを特徴とす
る請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記動的に更新する工程は、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム・データ
内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらす場合に前記一意な識別情報と一
緒に当該１つのアプリケーション関心事をマークする工程を含み、同じ一意なアスペクト
識別情報を有する異なるアスペクト関心事が別のジョインポイントにおいてウィービング
されようとしているならば、前記異なるアスペクト関心事が前記同じ一意なアスペクト情
報と一緒に記述されているのでこれを許可することを特徴とする請求項１０乃至１５の何
れか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記動的に更新する工程は、前記アスペクト関心事の１つが追加されるべきかを決定す
る場合に前記サービス記述を参照する工程を含み、当該１つのアスペクト関心事の機能が
前記サービスで既にカバーされているならば、当該１つのアスペクト関心事は前記ランタ
イム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされないことを特徴とする
請求項１０乃至１６の何れか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記一意識別子はタグ又はキーワードを含むことを特徴とする請求項１０乃至１７の何
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れか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　サービス（１０８）を管理するためのシステム（１００）であって、
　少なくとも１つのリポジトリ（１０４、１０６）と、アプリケーションサーバ（１０２
）とを備え、
　前記少なくとも１つのリポジトリ（１０４、１０６）は、前記サービスによって実装さ
れるアプリケーション関心事（１２０ａ、１２０ｂ）のリスト（１１９）を識別するサー
ビス記述（１２２）を格納し、
　前記少なくとも１つのリポジトリは、アスペクトによって実装されるアスペクト関心事
（１２６ａ、１２６ｂ）のリスト（１３２）を識別するアスペクト記述（１２８）も格納
し、アスペクト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報（１３０）を有し、アス
ペクト関心事のそれぞれは一意識別子によって識別され、
　前記アプリケーションサーバ（１０２）は、
　　前記サービスによってランタイム・データ（１１４）に実装されるアプリケーション
関心事の前記リストを識別する前記サービス記述（１２２）をロードするように構成され
た合成エンティティ（１１０）と、
　　アスペクト関心事のリストを識別するアスペクト記述にアクセスするために前記少な
くとも１つのリポジトリと相互作用するように構成されたウィービング・エンティティ（
１１６）であって、アスペクト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報を有し、
アスペクト関心事のそれぞれは一意識別子によって識別される、ウィービング・エンティ
ティ（１１６）とを備え、
　前記ウィービング・エンティティは、前記サービスの実行中に前記ランタイム・データ
内の前記アプリケーション関心事のランタイム・サービス記述（１２２’）を動的に更新
するように構成され、ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ラ
ンタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サービス記述の更
新は、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前
記アスペクト関心事のために定義された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は
削除されたものとしてマークすることによって実行されることを特徴とするシステム（１
００）。
【請求項２０】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム
・データ内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらした場合に、当該１つの
アプリケーション関心事を前記一意なアスペクト識別情報と一緒にマークするように構成
されることを特徴とする請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記ウィービング・エンティティは、２つ以上のアスペクトが前記ランタイム・データ
内の１つのアプリケーション関心事に適用可能であるならばウィービングのために前記２
つ以上のアスペクトのうちの１つを選択し、残りのアスペクトをスキップするポリシーを
実施するように構成されることを特徴とする請求項１９又は２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記ウィービング・エンティティは、前記ポリシーが変わった場合に、新たなポリシー
に従って前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記サービス記述内
の一意なアスペクト識別情報を更新することを特徴とする請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記ウィービング・エンティティは、前記ランタイム・データ内のアプリケーション関
心事の１つに対処する複数のアスペクトがウィービングされるならば、当該１つのアプリ
ケーション関心事と一緒に複数の一意なアスペクト識別情報を格納するように構成される
ことを特徴とする請求項２１又は２２に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト関心事の１つが追加されるべきか
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を決定する場合に前記サービス記述を参照するように構成され、当該１つのアスペクト関
心事の機能が前記サービスで既にカバーされているならば、当該１つのアスペクト関心事
は前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされないこと
を特徴とする請求項１９乃至２３の何れか１項に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記アスペクト関心事のリストは、前記アスペクトが前記サービスに追加するアスペク
ト関心事の個別のリストと、前記アスペクトが前記サービスから除去するアスペクト関心
事の別の個別のリストとを含むことを特徴とする請求項１９乃至２４の何れか１項に記載
のシステム。
【請求項２６】
　前記ウィービング・エンティティは、前記アスペクト・ウィービングが前記ランタイム
・データ内の前記アプリケーション関心事の１つに変化をもたらす場合に前記一意な識別
情報と一緒に当該１つのアプリケーション関心事をマークするように構成され、同じ一意
なアスペクト識別情報を有する異なるアスペクト関心事が別のジョインポイントにおいて
ウィービングされようとしているならば、前記異なるアスペクト関心事が前記同じ一意な
アスペクト情報と一緒に記述されているのでこれを許可することを特徴とする請求項１９
乃至２５の何れか１項に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記一意識別子はタグ又はキーワードを含むことを特徴とする請求項１９乃至２６の何
れか１項に記載のシステム。
【請求項２８】
　サービス（１０８）を提供するアプリケーションサーバ（１０２）と相互作用するリポ
ジトリ（１０６）であって、
　アスペクト（１２４）によって実装されるアスペクト関心事（１２６ａ、１２６ｂ）の
リスト（１３２）を識別するアスペクト記述（１２８）であって、アスペクト関心事の前
記リストは一意なアスペクト識別情報（１３０）を有し、アスペクト関心事のそれぞれは
一意識別子によって識別される、アスペクト記述（１２８）と、
　前記アプリケーションサーバが前記サービスの実行中にランタイム・データ内のアプリ
ケーション関心事のランタイム・サービス記述（１２２’）を動的に更新できるように、
前記アスペクト記述へのアクセスを提供するためのインタフェースとを備え、
　ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ランタイム・データ内
の前記アプリケーション関心事の前記サービス記述の更新は、前記ランタイム・データ内
の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前記アスペクト関心事のために定義
された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は削除されたものとしてマークする
ことによって実行されることを特徴とするリポジトリ（１０６）。
【請求項２９】
　前記一意識別子はタグ又はキーワードを含むことを特徴とする請求項２８に記載のリポ
ジトリ。
【請求項３０】
　サービス（１０８）を提供するアプリケーションサーバ（１０２）と相互作用するリポ
ジトリ（１０６）により実施される方法であって、
　アスペクト（１２４）によって実装されるアスペクト関心事（１２６ａ、１２６ｂ）の
リスト（１３２）を識別するアスペクト記述（１２８）であって、アスペクト関心事の前
記リストは一意なアスペクト識別情報（１３０）を有し、アスペクト関心事のそれぞれは
一意識別子によって識別される、アスペクト記述（１２８）を格納する工程と、
　前記アプリケーションサーバが前記サービスの実行中にランタイム・データ内のアプリ
ケーション関心事のランタイム・サービス記述（１２２’）を動的に更新できるように、
前記アスペクト記述へのアクセスを提供する工程とを有し、
　ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ランタイム・データ内
の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サービス記述の更新は、前記ランタイ
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ム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前記アスペクト関心事
のために定義された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は削除されたものとし
てマークすることによって実行されることを特徴とする方法。
【請求項３１】
　前記一意識別子はタグ又はキーワードを含むことを特徴とする請求項３０に記載の方法
。
【請求項３２】
　コンピュータで実行された場合に前記コンピュータに請求項１０乃至１８、３０及び３
１の何れか１項に記載の方法の各工程を実行させるコンピュータ読み取り可能コードを有
するコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はユーザへ提供されるサービス（例えば、通信サービス）を管理するためのアプ
リケーションサーバ、リポジトリ装置、コンピュータプログラム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信ネットワークでは、ユーザへ提供されるサービスをアプリケーションサーバが管理
することが一般的である。サービス自体はしばしば、ユーザに所定の機能を提供するソフ
トウェアの部品の組み合わせである。機能は通常、サービスの開発者（例えば、ネットワ
ークオペレータ）によって事前に規定されており、サービスの実装が変更されない限り、
静的なままである。しかしながら、開発者がサービスを事前に規定した後にサービスの実
装を変更したいことも一般的である。サービスを変更する１つの方法は、元のサービスの
対象アプリケーションコードを直接に修正することなく、元のサービスに機能を追加する
ことによってサービスの実装を変更することを可能にする技術であるアスペクト指向プロ
グラミング（ＡＯＰ）を用いることである。ＡＯＰは当業者に周知な技術であるが、サー
ビスに機能を追加することをより容易にするだろう特徴の改良方法を説明する前に、ＡＯ
Ｐの基礎について簡単な説明が以下に提供される。
【０００３】
　ＡＯＰは複数の機能をアプリケーションに実装することを支援するソフトウェア設計技
術である。しばしば、これらの機能のコードは、１つの機能に特化したコード部品が他の
機能のコード内の複数の場所に配置される必要があるという意味で、非常に入り組んでい
る。これらの特性は関心事の横断と呼ばれる。しかしながら、これらの複数の機能を専用
のカプセル化された単位に分割することによってこれらのクリーン且つモジュール化した
実装はしばしば不可能であるか、極端に困難である。
【０００４】
　ＡＯＰはアプリケーションのコードを横断的機能のコードから分離したままにすること
を可能にする。この分離した実装はアスペクトと呼ばれる。アスペクトによって実装され
る機能を追加するためにアプリケーションにアスペクトを適用することはウィービングと
呼ばれる。アスペクトのウィービングはオフラインで行うことが可能であり、よってアプ
リケーションの実行前に行うことが可能である。これは通常、ポイントカットによって参
照されるコード位置にアスペクトコードを差し込むことによって、ウィービングが対象ア
プリケーションから新たなアプリケーションを生成することを意味する。さらに、アスペ
クトのウィービングはオンラインで行うことも可能であり、これはアプリケーションの実
行が監視され、ポイントカットによって特定される状況に達すると、アプリケーションの
実行を継続する前にアスペクトが実行されることを意味する。
【０００５】
　ウィービングはポイントカットによって誘導される。ポイントカットは、アスペクトコ
ードが追加されるべき場所であるアプリケーション内のジョインポイントとして知られる
位置の包括的定義である。例えば、ポイントカットは所定のメソッドのすべてのコールに
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おいてアスペクトを実行することを特定してもよい。ポイントカットは対象アプリケーシ
ョンのソースコード内のポイントをキャプチャする状況に基づくか、アプリケーション実
行を伴うイベントを参照する。原則として、この技術はアプリケーションを分析しなかっ
たとしても所定の機能の自動適用を自動的に可能にしうる。例えば、新たなアプリケーシ
ョンがサービス実行環境内に展開されるならば、この環境内に存在するアスペクトはこの
新たな対象アプリケーションに自動的に適用されうるだろう。これは特に、サードパーテ
ィのサービスプロバイダからのサービスを使用する際に、通信分野で関心がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これらのサードパーティのサービスはネットワークオペレータによって要求される機能
のすべてをサポートしないかもしれない。例えば、アクティビティ・ロギングや課金がサ
ードパーティのサービスで実装されないかもしれない。よって、ＡＯＰを利用して、これ
らの特徴が対象アプリケーションに自動的に追加されうる。これを達成しうる装置及び方
法が本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本出願の独立請求項にアプリケーションサーバ、リポジトリ装置、システム、コンピュ
ータプログラム及び方法が記載される。従属請求項にアプリケーションサーバ、リポジト
リ装置、システム、コンピュータプログラム及び方法の有利な実施形態が記載される。
【０００８】
　１つの側面では、本発明はサービスを管理するために少なくとも１つのリポジトリと相
互作用するアプリケーションサーバを提供する。前記アプリケーションサーバは、（ａ）
前記サービスによってランタイム・データに実装されるアプリケーション関心事のリスト
を識別するサービス記述をロードするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用
するように構成された合成エンティティと、（ｂ）アスペクト関心事のリストを識別する
アスペクト記述にアクセスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用するよ
うに構成されたウィービング・エンティティであって、アスペクト関心事の前記リストは
一意なアスペクト識別情報を有し、アスペクト関心事のそれぞれは一意識別子（例えば、
タグ又はキーワード）によって識別される、ウィービング・エンティティとを備え、（ｃ
）前記ウィービング・エンティティは、前記サービスの実行中に前記ランタイム・データ
内の前記アプリケーション関心事の前記サービス記述を動的に更新するように構成され、
ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング中に、前記ランタイム・データ内の
前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サービス記述の更新は、前記ランタイム
・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービングされる前記アスペクト関心事の
ために定義された前記一意識別子を追加するか、削除するか、又は削除されたものとして
マークすることによって実行される。この利点は、アスペクトが必要とされるサービスに
のみアスペクトがウィービングされることをアプリケーションサーバが確かめることであ
る。
【０００９】
　さらに別の側面では、本発明はサービスを管理するために少なくとも１つのリポジトリ
と相互作用するアプリケーションサーバによって実施される方法を提供する。前記方法は
、（ａ）前記サービスによってランタイム・データに実装されるアプリケーション関心事
のリストを識別するサービス記述をロードするために前記少なくとも１つのリポジトリと
相互作用する工程と、（ｂ）アスペクト関心事のリストを識別するアスペクト記述にアク
セスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用する工程であって、アスペク
ト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報を有し、アスペクト関心事のそれぞれ
は一意識別子（例えば、タグ又はキーワード）によって識別される、工程と、（ｃ）前記
サービスの実行中に前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記サー
ビス記述を動的に更新する工程とを有し、ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィー
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ビング中に、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム
・サービス記述の更新は、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウ
ィービングされる前記アスペクト関心事のために定義された前記一意識別子を追加するか
、削除するか、又は削除されたものとしてマークすることによって実行される。この利点
は、アスペクトが必要とされるサービスにのみアスペクトがウィービングされることをア
プリケーションサーバが確かめることである。
【００１０】
　なおも別の側面では、本発明はサービスを管理するためのシステムを提供する。前記シ
ステムは、少なくとも１つのリポジトリと、アプリケーションサーバとを備え、（ａ）前
記少なくとも１つのリポジトリは、前記サービスによって実装されるアプリケーション関
心事のリストを識別するサービス記述を格納し、（ｂ）前記少なくとも１つのリポジトリ
は、アスペクトによって実装されるアスペクト関心事のリストを識別するアスペクト記述
も格納し、アスペクト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報を有し、アスペク
ト関心事のそれぞれは一意識別子（例えば、タグ又はキーワード）によって識別され、（
ｃ）前記アプリケーションサーバは、（ｉ）前記サービスによってランタイム・データに
実装されるアプリケーション関心事の前記リストを識別する前記サービス記述をロードよ
うに構成された合成エンティティと、（ｉｉ）アスペクト関心事のリストを識別するアス
ペクト記述にアクセスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用するように
構成されたウィービング・エンティティであって、アスペクト関心事の前記リストは一意
なアスペクト識別情報を有し、アスペクト関心事のそれぞれは一意識別子によって識別さ
れる、ウィービング・エンティティとを備え、（ｉｉｉ）前記ウィービング・エンティテ
ィは、前記サービスの実行中に前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事
の前記サービス記述を動的に更新するように構成され、ジョインポイントにおけるアスペ
クト・ウィービング中に、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前
記ランタイム・サービス記述の更新は、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーショ
ン関心事にウィービングされる前記アスペクト関心事のために定義された前記一意識別子
を追加するか、削除するか、又は削除されたものとしてマークすることによって実行され
る。この利点は、アスペクトが必要とされるサービスにのみアスペクトがウィービングさ
れることをアプリケーションサーバが確かめることである。
【００１１】
　さらに別の側面では、本発明はサービスを提供するアプリケーションサーバと相互作用
するリポジトリを提供する。前記リポジトリは、前記サービスによって実装されるアプリ
ケーション関心事のリストを識別するサービス記述を格納するための記憶装置を備え、ア
プリケーション関心事のそれぞれは一意識別子（例えば、タグ又はキーワード）によって
識別される。
【００１２】
　さらに別の側面では、本発明はサービスを提供するアプリケーションサーバと相互作用
するリポジトリによって実施される方法を提供する。前記方法は、前記サービスによって
実装されるアプリケーション関心事のリストを識別するサービス記述を格納する工程を有
し、アプリケーション関心事のそれぞれは一意識別子によって識別される。
【００１３】
　さらに別の側面では、本発明は、コンピュータで実行された場合に前記コンピュータに
、サービスによって実装されるアプリケーション関心事のリストを識別するサービス記述
を格納する工程を実行させるコンピュータ読み取り可能コードを有するコンピュータプロ
グラムを提供し、アプリケーション関心事のそれぞれは一意識別子（例えば、タグ又はキ
ーワード）によって識別される。
【００１４】
　なおも別の側面では、本発明は、コンピュータで実行された場合に前記コンピュータに
、（ａ）前記サービスによってランタイム・データに実装されるアプリケーション関心事
のリストを識別するサービス記述をロードするために前記少なくとも１つのリポジトリと
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相互作用する工程と、（ｂ）アスペクト関心事のリストを識別するアスペクト記述にアク
セスするために前記少なくとも１つのリポジトリと相互作用する工程であって、アスペク
ト関心事の前記リストは一意なアスペクト識別情報を有し、アスペクト関心事のそれぞれ
は一意識別子（例えば、タグ又はキーワード）によって識別される、工程と、（ｃ）前記
サービスの実行中に前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記サー
ビス記述を動的に更新する工程とを実行させるコンピュータ読み取り可能コードを有する
コンピュータプログラムを提供し、ジョインポイントにおけるアスペクト・ウィービング
中に、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事の前記ランタイム・サー
ビス記述の更新は、前記ランタイム・データ内の前記アプリケーション関心事にウィービ
ングされる前記アスペクト関心事のために定義された前記一意識別子を追加するか、削除
するか、又は削除されたものとしてマークすることによって実行される。
【００１５】
　本発明の更なる側面が以下の詳細な説明、図面及び任意の請求項において部分的に説明
され、詳細な説明から部分的に導出され、又は本発明の実施によって習得されうる。前述
の総括的な説明及び以下の詳細な説明は例示のため、および説明のためであり、開示され
る本発明の限定するものではないことが理解されるだろう。
【００１６】
　本発明のより完全な理解は添付の図面と合わせて以下の詳細な説明を参照することによ
って得られうる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に従って一緒にサービスを管理するアプリケーションサーバ、
サービス・リポジトリ及びアスペクト・リポジトリを含む例示のシステムを説明するブロ
ック図である。
【図２】、
【図３】本発明の実施形態に従って実行される例示のウィービング・シナリオを説明する
のに役立つ２つの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　ＡＯＰを利用して元のサービスの対象アプリケーションコードを直接に修正せずに元の
サービスに機能を自動的に追加できるアプリケーションサーバが以下に記載される。アプ
リケーションサーバは特に、所定のアプリケーションに機能を自動的に追加する場合に、
所定のアプリケーションコード内にどのフィーチャがまだ欠けているかと、どれが既にサ
ポートされているかとを自動的に検出する。例えば、対象アプリケーションが既に課金を
サポートしているならば、課金サポートを追加するアスペクトは重複又は矛盾する課金を
避けるために適用されないだろう。これを実現するために、アプリケーションサーバは、
アプリケーションコード及び現在適用されているアスペクトによってどの機能が既にカバ
ーされているかを制御するためにアプリケーションのフィーチャ及び能力を動的に記述す
るように構成される。アプリケーションは、アプリケーションが既に対処しているフィー
チャ及び関心事に対応する一意識別子、例えばタグやキーワードの集合で記述される。ま
た、アスペクトが対処するだろう関心事も記述される。アスペクトが対象アプリケーショ
ンコードにウィービングされるならば、アスペクトによって適用される変更を反映するよ
うに、現在対処されている関心事のリストが更新される。アスペクトが自動的に追加され
るべきかを決定する場合に、アスペクトが提供する機能がアプリケーションによって既に
カバーされているかどうか、そしてそれ故、アスペクトが不要であるかどうかを確認する
ためにこのリストが参照されうる。
【００１９】
　上述のようなサービスを管理するように構成されたアプリケーションサーバは典型的に
、１つ以上のリポジトリ装置と相互作用し、アプリケーションサーバとリポジトリ装置（
群）との両方が（詳細に後述される）以下の特徴のうちの１つ以上を有するだろう。
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【００２０】
　１．サービスが実装する関心事の記述は、特定のドメインからの使用のためにサービス
を公開する（例えば）サービス・リポジトリ内に格納されたサービス記述に規定される（
図１参照）。例えば、サービス記述はサービスのバインド情報を含んでもよく、通常はサ
ービスの機能及び能力を記述する。ウェブサービス記述言語（ＷＳＤＬ）はこのようなサ
ービス記述に用いられうる１つの方式である。
【００２１】
　　１．１　関心事のサービス記述は、対処される関心事ごとに１つの一意識別子（例え
ば、キーワード／タグ）を有する。
【００２２】
　２．アスペクトが実装する関心事はアスペクトの記述内に規定される。この記述はアス
ペクト・リポジトリ内に格納される（図１参照）。アスペクト記述は、適用されるならば
どの機能をアスペクトがアプリケーションへ追加する（又はアプリケーションから削除す
る）かを示す。
【００２３】
　　２．１　関心事のアスペクト記述は、対処される関心事ごとに１つの一意識別子（例
えば、キーワード／タグ）を有する。
【００２４】
　　２．２　関心事のアスペクト記述は、アスペクトがこの関心事の処理を追加又は削除
するかを付加的に表現できる。
【００２５】
　　２．３　一緒になって関心事を実装する複数のアスペクトは共通ＩＤ（アスペクト・
グループＩＤ）と一緒にアスペクト・リポジトリ内に登録される。
【００２６】
　３．アプリケーションのインスタンスが対処する関心事のリストはアプリケーションサ
ーバ内でランタイムに動的に維持され更新される（図１参照）。例えば、アスペクトの使
用はアプリケーション全体によって対処される関心事における変更を生じさせうる。
【００２７】
　　３．１　デフォルトのサービス関心事記述はサービス・リポジトリからアプリケーシ
ョンサーバにコピーされ、サービス開始時のサービス・インスタンスでランタイム・デー
タに格納される。
【００２８】
　　３．２　ランタイム・データ内のサービス関心事記述はサービスの実行を通じて更新
され、例えばアスペクト・ウィービングによってこの実行中のインスタンスへ機能が動的
に追加又は削除される。
【００２９】
　　３．３　ランタイム関心事記述の更新は、アプリケーションコードにウィービングさ
れるアスペクトについて定義される関心事タグを追加又は削除することによって実行され
る。
【００３０】
　　３．４　アスペクトが機能を削除するならば、それぞれのキーワード／タグの削除に
よって、ランタイム・サービス関心事記述においてこれが反映される。
【００３１】
　　３．５　アスペクトが機能を削除するならば、削除されたものとして関心事をマーク
する情報を付加することによってランタイム・サービス関心事記述においてこれが反映さ
れる。
【００３２】
　　３．６　同じ関心事についてどのアスペクトが適用されるかを判定するポリシーが変
わるならば、この関心事と一緒に登録されているアスペクトＩＤは変更／更新されてもよ
い。
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【００３３】
　　３．７　複数のアスペクトが単一の関心事に対処するものにウィービングされるなら
ば、ランタイム関心事記述において複数のアスペクトＩＤがこの関心事と一緒に格納され
る。
【００３４】
　　３．８　関心事が複数のアスペクト（アスペクトのグループ）によって実装されるな
らば、これらの関心事は共通グループＩＤと一緒に登録される。このアスペクト・グルー
プＩＤは、グループ内の任意のアスペクトをウィービングした後にランタイム・サービス
関心事記述内の関心事で格納される。
【００３５】
　４　ランタイム・サービス関心事記述は、アスペクトがアプリケーションにウィービン
グされるべきかどうかの決定が必要な場合に評価される。アスペクト・ウィービングは、
アプリケーションがアスペクトと同じ関心事に既に対処しているならば、拒絶されうる。
【００３６】
　　４．１　アスペクトの関心事記述が、ランタイム・サービス関心事記述にも含まれる
関心事を含むならば、アスペクト・ウィービングは拒絶されうる。
【００３７】
　　４．２　ウィービングにおいて、ランタイム・サービス関心事記述が、アスペクト関
心事記述にも含まれる関心事を既に含むならば、対立する関心事がアスペクトの以前のウ
ィービングによって追加された場合に、ウィービングは許可されうる。
【００３８】
　　４．３　ジョインポイントにおいて同じ関心事について複数のアスペクトが適用可能
であるならば、どのアスペクトを適用するかに関する決定をサポートするためにポリシー
が用いられうる。この観点で、複数のアスペクトは同じ関心事を実装するものの、ポリシ
ーは複数のアスペクトがウィービングされることを可能にする。
【００３９】
　　４．４　結合ポイントにおいて同じ関心事について複数のアスペクトが適用可能であ
るならば、アスペクトの適用の順序に関して決定するためにポリシーが用いられうる。
【００４０】
　５　合成サービスの関心事のデフォルトのリストは合成に用いられている構成サービス
のリストから導出されてもよい。このようにアスペクト・ウィービングと合成との両方が
、対処される関心事のリストを動的に変更してもよい。
【００４１】
　図１を参照して、本発明の実施形態に従うサービス１０８を一緒に管理するアプリケー
ションサーバ１０２、サービス・リポジトリ１０４及びアスペクト・リポジトリ１０６を
含む例示のシステム１００を説明するブロック図が示される。アプリケーションサーバ１
０２は当該分野において周知の多くのコンポーネントを含むが、これらは明確化のために
図１には示されず、本発明に関連する合成エンティティ１１０、分析機能１１２、ランタ
イム・データ１１４及びウィービング・エンティティ１１６のようなコンポーネントが示
される。これらのコンポーネント１０２、１０４、１０６、１０８、１１０、１１２、１
１４、１１６のそれぞれの機能に関する詳細な説明は以下のトピックに関して以下に記載
される。（１）アプリケーション及びアスペクトの関心事（特徴１．ｘ、特徴２．ｘ）。
（２）ランタイムでの関心事処理（特徴３．ｘ）。（３）ウェービング決定に影響する関
心事（特徴４．ｘ）。（４）その他の実施形態（特徴５）。（５）例示のシナリオ（図２
、図３）。
【００４２】
　１．アプリケーション及びアスペクトの関心事（特徴１．ｘ、特徴２．ｘ）
　サービス１０８の機能全体は、アプリケーション全体の相異なる部分を提供する複数の
サブ機能で構成される。これは特に、各構成サービス１２１ａ、１２１ｂ（service1、se
rvice1）がアプリケーションの一部を提供する合成サービス１１８である場合である。合
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成サービス１１８によって実装される機能は関心事１２０ａ、１２０ｂと呼ばれる。この
観点でＡＯＰは合成サービス１１８によってどの関心事１２０ａ、１２０ｂが対処される
かを修正する方法である。
【００４３】
　ＡＯＰ技術の使用前の合成サービス１１８は複数の関心事１２０ａ、１２０ｂに対処す
る。例えば、合成サービス１１８はサービスの課金を扱うかもしれないが、合成サービス
１１８はロギングのサポートを含まないかもしれない。本発明の特徴は、アプリケーショ
ンの実装によって既にカバーされている関心事１２０ａ、１２０ｂのリスト１１９を、サ
ービス・リポジトリ１０４内のサービス記述１１２の一部として追加することである（特
徴１）。１つの実施形態では、合成サービス１１８が対処する各関心事１２０ａ、１２０
ｂはキーワード／タグ（例えば、concern1、concern2）に対応しうる。その後、関心事１
２０ａ、１２０ｂの集合全体はこれらのキーワード／タグのリスト１１９によって表され
る（特徴１．１）。
【００４４】
　また、アスペクト１２４は関心事１２６ａ、１２６ｂの実装を提供する。これは、アス
ペクト・リポジトリ１０６内のアスペクト記述１２８によって反映される。アスペクト記
述１２８は一意ＩＤ１３０と、アスペクト１２４に関連する関心事１２６ａ、１２６ｂの
リスト１３２とを含む（特徴２）。さらに、アスペクト記述１２８は、これが適用される
ならば、関心事１２６ａ、１２６ｂがアプリケーションへどの機能を追加するか、又はア
プリケーションからどの機能を削除するかを示す。１つの実施形態では、アスペクト１２
４が対処する各関心事１２６ａ、１２６ｂはキーワード／タグ（例えば、concern3、conc
ern4）と一緒にリスト１３２に格納されてもよい（特徴２．１）。
【００４５】
　アスペクト１２４がアプリケーションに実装を追加できる関心事（例えば、関心事１２
６ａ）は、アスペクト１２４がアプリケーションから削除できる関心事（例えば、関心事
１２６ｂ）から区別されるべきである。１つの実施形態では、これを実現するために、関
心事１２６ａ、１２６ｂについて別個のリスト１３２ａ、１３２ｂを用いる（特徴２．２
）。１つのリスト１３２ａはアスペクト１２４がアプリケーションに追加する関心事１２
６ａを識別し、別のリスト１３２ｂはアスペクト１２４がアプリケーションから削除する
関心事１２６ｂを識別する。アプリケーションへの関心事の削除及び追加の例は、元の合
成サービス１１８がユーザに課金する機能を含むかもしれない場合である。しかしながら
、オペレータは、課金の特定のメソッドを有することを望まないかも知れず、それ故、こ
の種の課金を削除するためにアスペクト１２４（関心事１２６ｂ）を使用する。さらに、
オペレータは別のアスペクト１２４（関心事１２６ａ）を通じて自身の好みの課金方法を
合成サービス１１８に追加してもよい。関心事１２６ａ、１２６ｂは両方の場合について
「charging」と呼ばれないだろうが、例えば、「charging_methodA」、「charging_metho
dB」と呼ばれるだろう。
【００４６】
　各関心事１２６ａ、１２６ｂは、それぞれが関心事の機能全体の一部を実装する複数の
アスペクトによって実装されてもよい。これらのアスペクトはアスペクト・グループであ
る。これらは共通アスペクト・グループＩＤと一緒にアスペクト・リポジトリ１０６に登
録される（特徴２．３）。このアスペクト・グループＩＤを実装する方法は複数存在する
。例えば、特定のグループに属するすべてのアスペクト１２４にグループＩＤを付加する
ことによる。または、特定のグループに属するすべてのアスペクト１２４のリストとして
別々にグループＩＤを特定することによる。これらのアプローチのそれぞれは独自の利点
及び不都合を有する。
【００４７】
　２．ランタイムでの関心事の処理（特徴３．ｘ、４．ｘ）
　前節で導入されたサービス記述１２２及びアスペクト記述１２８はサービス１０８の実
行のための環境を設定する。サービス記述１２２、１２８はサービス１０８のランタイム
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で用いられる（特徴３）。
【００４８】
　実行開始において、アプリケーションサーバ１０２、特に合成エンジン１１０はサービ
ス記述１２２をサービス・インスタンスのランタイム・データ１１４にロードする。１つ
の実施形態では、これを行うために、サービス記述１２２をサービス・リポジトリ１０４
からランタイム・データ１１４へコピーする（特徴３．１）。別の実施形態では、分析機
能１１２はサービス１０８の分析の結果としてサービス記述１２２を判定しうる。
【００４９】
　ランタイム・サービス関心事記述１２２’はアスペクト１２４がアプリケーションにウ
ィービングされるごとに更新される（特徴３．２）。１つの実施形態では、アプリケーシ
ョンサーバ１０２、特にウィービング・エンティティ１１６はこれを行うために、アスペ
クト関心事記述１２８に特定される関心事をランタイム・サービス関心事記述１２２’に
追加する（特徴３．３）。
【００５０】
　アスペクト１２４が機能を削除するならば、それぞれの関心事記述は追加されるのでは
なく、ランタイム・サービス関心事記述１２２’から削除される必要がある（特徴３．４
）。１つの実施形態では、関心事の削除は、当該関心事が削除されたものとしてマークす
るのではなく、ランタイム・サービス関心事記述１２２’において実際に離すことによっ
て実行される（特徴３．５）。
【００５１】
　ランタイム中に変更されるランタイム・サービス関心事記述１２２’内のすべての関心
事は、変更の起源としてマークされる。例えば、ウィービングされたアスペクトが変更を
引き起こすならば、この特定の関心事はそれぞれのアスペクトＩＤによってマークされる
（特徴３．６）。
【００５２】
　所与のジョインポイントについて、関心事を実装する複数のアスペクトが適用可能であ
ってもよい。例えば、課金のためのアスペクトの適用を導くジョインポイントにおける２
つの有効なウィービング命令が存在してもよい。二重課金を避けるために、これらのうち
の１つだけが実際に用いられるべきである。１つの実施形態では、ウェービング・エンテ
ィティ１１６はウィービングについて１つのアスペクトだけ（例えば、処理された最初の
アスペクト）を選択し、同じ関心事のための他のアスペクトはスキップされる。別の実施
形態では、どのアスペクトが用いられるかを制御するためにポリシーが定義されうる（特
徴４．３、４．４）。単一の関心事について複数のアスペクトが用いられるならば、複数
のアスペクトＩＤを関心事に割り当てることによって、ランタイム関心事記述１２２’に
これが反映されうる（特徴３．７）。
【００５３】
　ランタイム・サービス関心事記述１２２’において、アスペクトのＩＤはアスペクトが
追加した関心事と一緒に格納される。相異なるジョインポイントで同じ関心事のための同
じアスペクトがブロックされないことを保証するためにこれが行われる。そうでなければ
、アスペクトは自身をブロックしうる。これは、ランタイム・サービス関心事記述１２２
’が最初のジョインポイントで更新されるので発生しうる。その後、更新されたランタイ
ム・サービス関心事記述１２２’内にこの関心事が既にあるので、他のジョインポイント
において、アスペクトの他の部分のウィービングがブロックされる。関心事の実装が複数
のアスペクトに亘って意図的に広がるならば、このようなブロックも発生しうる。単一の
関心事について複数のアスペクトが用いられるならば、複数のアスペクトＩＤを関心事に
割り当てることによって、ランタイム・サービス関心事記述１２２’にこれが反映されう
る（特徴３．７）。これにより、関心事に割り当てられたすべてのアスペクトが、同じ関
心事に対処する他のジョインポイントで用いられることが可能になる。
【００５４】
　特定のアスペクトのウィービングを導くポリシーは変わりうる。これが発生したならば
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、ランタイム・サービス関心事記述１２２’は新たなポリシーを反映するために更新され
る必要があるだろう。この更新はランタイム・サービス関心事記述１２２’において関心
事に割り当てられたアスペクトＩＤの削除を暗に示すだろう。これはまた、新たなポリシ
ーに従って選択されていただろうアスペクトの新たなＩＤで元のアスペクトＩＤを置き換
えることにつながるだろう（特徴３．６）。しかしながら、このメカニズムは、最初に用
いられたものとは非互換である残りの実行のためのアスペクトが用いられないことを保証
するように、慎重に用いられるべきである。さらに、置換アルゴリズムは互換性問題を検
討し考慮に入れるべきである。実際、すべての実行中の合成セッションについてポリシー
を有効に維持し、新たなセッションについてのみ新たなポリシーを使用する方がよいかも
しれない。いずれの場合でも、例えば合成の再開や古いポリシーの更なる使用が受け入れ
られない長時間実行中の合成セッションについて、記載されたポリシーの置換が必要にな
りうる。
【００５５】
　時には、一般に様々なジョインポイントでアプリケーションにウェーブされる複数のア
スペクトに関心事の実装が分配される必要がある。このようなアスペクトのグループは単
一のグループアスペクトＩＤと一緒にアスペクト・リポジトリ１０６に記述される。その
後、グループのアスペクトＩＤは、グループのアスペクトが適用されるとランタイム・サ
ービス関心事記述１２２’内の関心事にも割り当てられる。同じグループからの異なるア
スペクトが別のジョインポイントでウィービングされようとしているならば、これは許可
される。なぜなら、このアスペクトは、既に関心事に割り当てられた同じアスペクト・グ
ループＩＤと一緒にアスペクトが記述されるからである（特徴３．８）。
【００５６】
　３．ウェービング決定に影響する関心事（特徴４．ｘ）
　ランタイムにおいて、アスペクト１２４はアプリケーションにウィービングされ、各ジ
ョインポイントにおいて、ウィービング・エンティティ１１６はアスペクト１２４がウィ
ービングされうるかどうかに関する決定を行う必要がある。ウィービング・エンティティ
１１６は、アスペクト１２４が実装する関心事１２６ａ、１２６ｂが対象アプリケーショ
ンに既に存在するならば、アスペクト１２４のウィービングをスキップする。この目的の
ために、アスペクト・リポジトリ１０６に格納されたアスペクト関心事記述１２８はラン
タイム・サービス関心事記述１２２’に対して比較される。アスペクト関心事１２６ａ、
１２６ｂが既にランタイム・データ１１４内にあるならば、ウィービングはスキップされ
てもよい。
【００５７】
　アスペクト１２４はアプリケーションに亘る複数のジョインポイントでウィービングさ
れてもよい。これは、単に最初のウィービングにおいてランタイム・サービス関心事記述
１２２’が更新されたからといって、更なるウィービングを常に拒絶してはならないこと
を意味する。更なるウィービングが同じアスペクト１２４に関連しうるならば、これは許
可されるべきである。これを達成するために、アスペクト関心事記述タグをランタイム・
サービス能力リストに格納するだけでなく、アスペクトＩＤ１３０が特定の関心事１２０
ａ、１２０ｂと一緒に格納される。同じアスペクト１２４の更なるウィービングにおいて
、ウィービング・エンティティ１１６はランタイム・データ１２４にマッチング関心事記
述及びアスペクト記述１２８を発見するが、対立する関心事が同じアスペクトＩＤ１３０
を有するアスペクト１２４によって追加されたならばウィービングは許可される。
【００５８】
　ジョインポイントにウィービングされるべきアスペクト１２４に関する決定を行う際に
、同じ関心事１２０ａ、１２０ｂについての複数のアスペクト１２４が適用可能であって
もよい。１つの実施形態では、ポリシーは、どのアスペクト１２４を選択するかに関する
規則を提供する。例えば、ポリシーは検討される最初のアスペクト１２４を特定してもよ
い。別の関心事１２０ａ、１２０ｂについて、ジョインポイントについて適用可能な最後
のアスペクトが選択されてもよい。ポリシーはまた、複数のアスペクト１２４が関心事１
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２０ａ、１２０ｂについてウィービングされることを許可し、アスペクト・ウィービング
／実行の順序を判定してもよい。
【００５９】
　４．その他の実施形態（特徴５）
　図１に示されるように、合成に利用可能な構成サービス１２１ａ、１２１ｂと、ウィー
ビングに利用可能なアスペクト１２４とは別個のリポジトリ１０４、１０６内に登録され
る。必要ならば、ただ１つのリポジトリが、（構成サービス１２１ａ、１２１ｂを含む）
合成サービス１１８とアスペクト１２４との両方のために存在しうる。サービス及びアス
ペクト関心事記述１２２、１２８のための具体的なオントロジーの定義はドメイン固有で
ありうる。
【００６０】
　１つの実施形態では、デフォルトの関心事１２０ａ、１２０ｂのリスト１１９は構成サ
ービス１１８について事前に定義され、サービス・リポジトリ１０４内に格納される。別
の実施形態では、合成サービス１１８が既に対処している関心事１２０ａ、１２０ｂのリ
スト１１９は、この合成サービス１１８をインスタンス化するために必要な構成サービス
１２１ａ、１２１ｂに関して合成サービス１１８を分析する分析機能１１２によって自動
的に生成されてもよい（特徴５）。
【００６１】
　５．例示のシナリオ（図２、図３）
　サービス合成環境内で、アスペクト１２４を合成サービス１１８に適用するためにオン
ライン・ウィービングが用いられうる。図２に示される例では、使用されるすべての構成
サービス１２１ａ’１２１ｂ’、１２１ｃ’、１２１ｄ’、１２１ｅ’、１２１ｆ’のロ
ギングを合成サービスアプリケーション１１８に追加するアスペクト１２４が使用される
。これは、合成サービス１１８内の各サービス選択後にロギング・アスペクト１２４が呼
び出されることを意味する。よって、各ジョインポイントにおいて、ウィービング・エン
ティティ１１６は、図３に関連するフローチャートに示されるウィービング決定ロジック
に従って決定を行う。
【００６２】
　図３を参照して、図２に示される例示のサービスを実装するためにウィービング・エン
ティティ１１６によって実行されるウィービング決定ロジック３００を説明するフローチ
ャートを示す。ウィービング・エンティティ１１６は、ジョインポイントに到達した（ス
テップ３０２）後に、ウィービング命令に従ってアスペクト１２４を選択し（ステップ３
０４）、アスペクト関心事記述１２８を取得する（ステップ３０６）ように機能する。そ
の後、ウィービング・エンティティ１１６は、アスペクト関心事がランタイム・サービス
制約のリストにあるかを判定し（ステップ３０８）、結果がＮＯであればアスペクト関心
事がサービス関心事１２２’のランタイム・リストに追加され（ステップ３１０）、アス
ペクト１２４がアプリケーションにウィービングされ（ステップ３１２）、その後終了す
る（ステップ３１４）。アスペクトが実際にランタイム・サービス制約のリストにあるこ
とをウィービング・エンティティ１１６が判定した（ステップ３０８）ならば、ランタイ
ム関心事が同じアスペクト１２４からのものであるかを判定し（ステップ３１６）、結果
がＮＯであれば終了し（ステップ３１８）、結果がＹＥＳであればアスペクト１２４をア
プリケーションにウィービングし（ステップ３２０）、その後終了する（ステップ３２２
）。この例では、サービスはロギングをサポートしない。ロギングはランタイムでアスペ
クトによって追加される。最初に、ロギング・アスペクトが適用されるジョインポイント
に到達した場合に、ウィービング・エンティティ１１６は、アプリケーションによって既
に対処されている関心事のリストにロギング関心事がないことを判定すると仮定する（ス
テップ３０８）。アスペクトは適用され、このサービス・インスタンスについて対処され
る関心事のリストは更新される（ステップ３１０、３１２）。次のジョインポイントで、
再びロギング・アスペクトを適用する場合に（ステップ３０８）、ウィービング・エンテ
ィティ１１６は、ロギング・アスペクトの関心事が既に対処される関心事のリスト内にあ
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、ウィービング・エンティティ１１６はこのアスペクトの使用を再び許可することを決定
する（ステップ３２０）。やはりロギングを適用するだろう別のアスペクトが試されたな
ら、ウィービング・エンティティ１１６は２つの独立したアスペクトが同じ関心事に対処
することを避けるためにウィービングを拒絶するだろう（ステップ３１８）。
【００６３】
　上記により、当業者は、本発明は少なくとも先行技術に関する前述の欠点を軽減し、ア
スペクト指向サービス管理環境全体の中央構成要素を提供することが意図されることを理
解するだろう。このような環境では、ウィービング言語により複数のアプリケーション及
びサービスに広域に亘るウィービングを定義できる。本発明は、アスペクトが必要なアプ
リケーションにのみアスペクトがウィービングされることを保証することに役立つ。特に
、新たなアプリケーションが環境に追加されるならば、本明細書に記載されたメカニズム
はグローバルなウィービング命令を変更することなくアスペクトの自動適用を可能にしう
る。なぜなら、アスペクトがこのアプリケーションにウィービングされるべきかどうか、
及びどのアスペクトがウィービングされるべきかをアプリケーションサーバが自動且つ動
的に決定できるからである。このようなサービス環境のオペレータは、アプリケーション
の機能に関して自身の要件を表現するグローバルなウィービング命令を提供できる。本明
細書に記載されるメカニズム及び特徴はサポートを含まないアプリケーションにアスペク
ト・ウィービングによってこの機能を追加するのにも役立つ。この要件に既に準拠してい
るアプリケーションはウィービングから自動的に除外される。
【００６４】
　本発明の複数の実施形態が添付の図面に説明され、前述の詳細な説明に記載されてきた
が、本発明は開示された実施形態に限られず、添付の特許請求の範囲で説明され規定され
る本発明から逸脱することなく、多数の再構成、変形及び代替が可能であることが理解さ
れるべきである。
【図１】 【図２】
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